
主　催 公益財団法人和歌山県文化財センター　

平成３１年　２月　２日（土）　午後１時３０分～

調査期間　平成３０年１０月２２日～平成３１年３月８日（予定）

調査の内容

　このたび近畿農政局和歌山平野農地防災事業　名草排水機場建設工事にともない、和田岩坪遺
跡の発掘調査を実施しています。
　和歌山平野の南東部には、津秦遺跡・井辺遺跡・神前遺跡・和田遺跡・坂田遺跡・和田岩坪遺
跡などの多くの遺跡が存在します。
　和田岩坪遺跡の調査は、昭和３１年の名草川改修に伴う発見に端を発し、昭和５６年の駐車場
用地造成に伴う小規模な調査があります。
　今回の調査では、西側の調査地から弥生時代から古墳時代にかけて埋まった自然流路（川）を
発見し、大量の遺物が出土しました（埋め戻し済み）。また、東側の調査地からは、弥生時代の
初めの頃の土坑や鎌倉時代に使用していた廃棄土坑や溜桝が見つかっています（今回の見学範
囲）。

調査で見つかったもの
・西側の調査地1-1区・1-2区
　古墳時代前期（約1650年前）から中期（約1550年前）にか
けて埋まった自然流路（川）
　自然流路の南側範囲で東西方向の笧（しがらみ）状の木杭列
　弥生時代終末期（約1750年前）から古墳時代中期にかけての
大量の土器・石器・木製品
・古墳時代の自然流路の下層には弥生時代前期（約2500～
2400年前）から中期（約2000年前）の遺物が出土する自然流
路（川）

・東側の調査地2-1区
　弥生時代前期（約2500～2400年前）の土坑
　鎌倉時代（約750年前）の屋敷地を区画する堀？
　鎌倉時代の廃棄土坑
　鎌倉時代の溜桝（ためます）：水を溜める施設
　鎌倉時代の炭混じりの土で埋まった土坑
　鎌倉時代の建物の柱を建てていた柱穴
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